
みんながまた行きたいと思う天ヶ瀬森林公園を目指して 

フォレスターうじ 会報 
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四
月
定
例
活
動 

令
和
七
年
度
総
会
、
安
全
講
習
会
、
他 

活
動
日 

 

四
月
二
十
日
（
日
）
曇
り
時
々
晴
れ 

活
動
時
間 

九
時
半
～
十
五
時 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
十
五
名 

来
賓 

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局 

森
づ
く
り
推
進
課 

 
課
長 

堀
修
二
氏
、
副
主
任 

守
山
忠
利
氏 

宇
治
市 
産
業
観
光
部
農
林
茶
業
課 

 

課
長 
寺
村
仁
志
氏
、
係
長 

東
秀
樹
氏 

宇
治
市 

人
権
環
境
部
環
境
企
画
課 

 

課
長 

池
内
研
介
氏 

 

 

新
年
度
始
め
四
月
の
定
例
活
動
日
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
令
和
七
年
度
の
総
会
で
し
た
。 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
に
て
林
会
長
に
よ
る
挨
拶
、

連
絡
事
項
の
伝
達
、
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
へ
の
確
認
、

総
会
の
準
備
、
事
務
局
変
更
に
伴
う
新
体
制
の
内
容
を
発

表
、
点
呼
、
安
全
十
ヶ
条
を
唱
和
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
て
大
屋
根
休
憩
所
へ
移
動
し
て
総
会
を
開
会
。 

林
会
長
の
挨
拶
か
ら
来
賓
紹
介
と
祝
辞
、
隅
田
議
長
の

進
行
に
よ
り
議
案
の
確
認
と
可
決
。
新
し
い
体
制
に
つ
い

て
、
永
年
事
務
局
を
支
え
て
き
た
木
曽
会
員
の
労
い
や
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
つ
つ
が
な
く
話
が
進
み
閉
会
と
な

り
、
守
山
氏
に
よ
る
安
全
講
習
会
を
し
て
、
お
昼
と
な
り

ま
し
た
。 

昼
食
の
後
、
止
ま
っ
た
水
道
の
点
検
補
修
。
午
後
か
ら

は
二
班
に
分
か
れ
て
森
林
公
園
内
を
見
回
り
と
朝
礼
広

場
周
り
の
清
掃
片
付
け
、
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
準

備
。
終
礼
は
水
野
副
会
長
の
挨
拶
で
終
え
ま
し
た
。 

例
年
な
ら
じ
っ
と
座
り
話
を
聞
い
て
い
る
総
会
の
時

間
は
い
つ
も
肌
寒
か
っ
た
記
憶
で
し
た
が
、
今
年
は
暖
か

か
っ
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
良
い
感
じ
の
椎
茸
が
少
量 

な
が
ら
収
穫
出
来
た
の
を
見
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

（
記 

上
田 

匡
慶
） 

ホームページ：https://forester.foresteruji.org 森林ボランティア フォレスターうじ 

4/20 安全講習会 4/20 森林公園内を

見回り 

4/20 森林公園内で

発見された倒木 

4/20 馬の背展望台からみた景色 4/20 大屋根休憩所付近 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
月
臨
時
活
動 

も
み
じ
道
除
伐
材
の
丸
太
切
り
、
他 

活
動
日 

 

四
月
五
日
（
土
） 

活
動
時
間 

九
時
～
十
二
時 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
四
名 

 

も
み
じ
道
に
横
た
わ
る
コ
ナ
ラ
の
大
き
な
除
伐
材
の
丸
太

切
り
・
小
枝
片
付
け
を
実
施
。
チ
エ
ン
ソ
ー
二
台
を
使
っ
て

の
作
業
。
丸
太
切
り
は
、
ほ
ぼ
終
了
も
小
枝
等
の
片
付
け
は

残
っ
て
い
る
の
で
後
日
作
業
に
持
ち
越
し
。
好
天
に
恵
ま
れ

汗
か
き
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。 

桜
の
広
場
は
桜
満
開
で
花
見
客
が
数
人
訪
れ
て
い
た
。 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
の
ベ
ン
チ
前
に
、
た
ば
こ
吸
い

殻
六
本
が
散
乱
、
山
火
事
が
多
発
中
で
心
配
に
な
っ
た
。 

 

（
記 

隅
田 

芳
男
） 

  

四
月
臨
時
活
動 

ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
宇
治
と
協
働 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
で
防
鹿
ネ
ッ
ト
補
強
作
業 

活
動
日 

 
四
月
一
〇
日
（
日
） 

活
動
時
間 
九
時
半
～
十
一
時
半 

  

本
日
は
防
鹿
ネ
ッ
ト
の
補
強
と
い
う
こ
と
で
、
ｅ
ｃ
ｏ
ッ

ト
宇
治
か
ら
金
澤
さ
ん
、
古
谷
さ
ん
、
木
曽
さ
ん
、
ア
ク
ト

パ
ル
宇
治
の
職
員
さ
ん
ニ
名
と
私
の
計
六
名
で
活
動
を
行
っ

た
。
あ
ら
か
じ
め
ス
リ
ッ
ト
を
入
れ
て
お
い
た
二
・
四
メ
ー

ト
ル
の
園
芸
用
支
柱
を
、
出
入
り
口
の
支
柱
に
イ
ン
シ
ュ
ロ

ッ
ク
大
で
二
箇
所
固
定
し
、
防
鹿
ネ
ッ
ト
を
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ

ク
小
で
支
柱
に
固
定
し
て
い
く
。
出
だ
し
は
初
め
て
な
の
で

要
領
よ
く
張
れ
ず
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た

が
、
次
第
に
慣
れ
て
き
て
、
終
わ
り
頃
に
な
り
よ
う
や
く 

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
の
は
出
入

り
口
か
ら
反
時
計
回
り
で
山
側
に
張
っ
た
。
土
砂
や
落
ち
葉
等
が
ネ
ッ
ト

に
か
ぶ
さ
り
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ
が
下
が
っ
て
い
た
か
ら
、
鹿
の
侵
入
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
暑
く
も
寒
く
も
な
く
花
曇
り
の
中
、
多
く

の
桜
が
我
々
の
作
業
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
思
っ
た

よ
り
も
早
く
終
わ
っ
た
．
作
業
し
て
頂
い
た
方
々
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
記 

新
宮 

邦
春
） 

 

 

今
後
の
活
動
の
案
内 

令
和
七
年
五
月
定
例
活
動 

 
 

五
月
十
八
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

  

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
い
つ
で
も
会
員
募
集
中
。 

先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
ど
う
ぞ
。
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

入 

会 

金 

千
円 

 

年 

会 

費 

二
千
円 

活 

動 

日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 （
会
報
担
当 

田
中 

一
夫
） 

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ 

 
 

事
務
局 

 
 

林 

幸
広 

方 

℡
〇
九
〇―

三
二
八
〇―

五
五
九
五 

ヤエザクラ モチツツジ 

アオダイショウ(蛇) 

カキドオシ ビョウブ 

クサイチゴ シロバナタンポポ ホオノキ 

4/20 天ヶ瀬森林公園で見られた草花と生き物 


